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2回「国際サマープログラム」が
2010年9月5日（日）からの4日

間で開催された。2009年から始まっ
た同プログラムは、海外からの優秀な
留学生を確保するのが目的だ。 今回
の参加応募者はアジア16の国と地域
から96人。選考に基づき計14の国と
地域から26人（ガーナ・野口記念医学
研究所からの2人を含む）を招聘した。
　 プログラムの主な内容は、基礎から
最先端までの講義とシンポジウム、 キ
ャンパスツアー、交流会など。今回は「感
染と免疫」をテーマに本学関連分野の
教授に加えて、James W Kazura（米国）
博士およびNawarat W Charoen（タイ）
博士を迎えて講義が実施され、活発な
質疑が繰り広げられた。また、新たな
試みとして少人数でのグループ・ディス
カッション、参加者が個別に行う研究
室訪問を実施。同プログラムの座長を
務めた東みゆき教授はその意図を語る。
　「受動的になりがちなレクチャーに対
して、グループ・ディスカッションでは
参加者自らが発言できます。 講師の
先生や、本学の留学生たちも親身に
なって参加者と語り合ってくれました。
主催者として私たちも海外の若手研
究者や学生のニーズを直接聞く良い
機会になったと思っています」
　参加者アンケートでも、「グループ・
ディスカッションや研究室訪問にもっ
と時間を割いてほしかった」という意
見が多かったという。来年度以降は、
プログラム期間中に入学審査なども実
施できるよう検討している。
　「参加者がすぐ次の年から留学を決
めるとは限りません。しかし、継続し
てこのプログラムを行うことで、本学の
認知度は、海外でも上がってくるはず。
将来のためにも、さらに充実した内容
にしていきたいと考えています」

アジアからの学生・研究者を招き
東京医科歯科大学の魅力をアピール
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アジア14の国と地域から26人が参加
アフガニスタン、インド、インドネシア、カ
ンボジア、台湾、パキスタン、スリランカ、
タイ、タジキスタン、中国、ネパール、バ
ングラデシュ、フィリピン、ベトナム、マ
レーシア、ミャンマー、ガーナ（特別枠・野
口記念医学研究所）

参加者国名

大学院医歯学総合研究科 
分子免疫学分野 
2010年度国際サマープログラム 座長

東 みゆき教授

　1日目（9月5日）
　17:00〜 17:30　　レジストレーション
　17:30〜 18:00　　オリエンテーション
　18:00〜 20:00　　歓迎レセプション

　2日目（9月6日）
　9:30〜12:00　レクチャー・コース１
　①烏山一教授
　②James W.Kazura博士
　（米国　ケースウエスタンリザーブ大学）
　③太田伸生教授
　13:00〜14:30 グループ・ディスカッション
　15:00〜 15:30 東京医科歯科大学の紹介
　15:30〜 17:00 キャンパスツアー
　17:00〜 19:00 ポスターセッション

　3日目（9月7日）
　9:00〜12:15　レクチャー・コース２
　①小川佳宏教授
　②Nawarat Wara-aswapati Charoen博士
　（タイ コンケン大学）
　③山岡昇司教授
　④東みゆき教授
　12:15〜 17:00 オプション・プログラム
　18:00〜 20:00 修了証授与式・交流会

　4日目（9月8日）
　9:10〜 17:00 ISPシンポジウム2010＆
　駿河台国際シンポジウム

プログラム概要
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漕
艇
部
に
所
属
す
る
新
中
さ
や

か
さ
ん
の
朝
は
早
い
。
埼
玉
県
に

あ
る
戸
田
漕
艇
場
で
毎
朝
５
時
に

は
乗
艇
練
習
を
始
め
る
。
長
距
離

を
ゆ
っ
く
り
、
短
距
離
を
速
く
と

い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
１
時
間
半
ほ

ど
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
。
そ
の
後
大
学

に
行
き
、
講
義
が
終
わ
る
と
、
夕

方
再
び
練
習
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と
り
か
か
る
。

　

ボ
ー
ト
競
技
は
、１
０
０
０
メ
ー

ト
ル
や
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
直

線
距
離
の
タ
イ
ム
を
競
う
。
両
手

に
１
本
ず
つ
オ
ー
ル
を
持
つ
ス
カ

ル
系
、
１
本
の
オ
ー
ル
を
両
手
で

持
つ
ス
ウ
ィ
ー
プ
系
が
あ
り
、
１

人
乗
り
か
ら
８
人
乗
り
な
ど
に
分

か
れ
て
い
る
。

　
「
オ
ー
ル
を
使
っ
て
腕
の
力
で

漕
ぐ
と
い
う
よ
り
、
足
で
押
し
て

動
か
す
感
覚
に
近
い
で
し
ょ
う

か
。
瞬
発
力
と
持
久
力
の
両
方
が

必
要
な
競
技
だ
と
思
い
ま
す
」

　

新
中
さ
ん
が
出
場
す
る
の
は
、

主
に
１
人
乗
り
の
ス
カ
ル
競
技

だ
。
２
０
０
９
年
は
、
東
日
本
新

人
選
手
権
で
優
勝
。
２
０
１
０
年

は
、東
日
本
大
学
選
手
権
で
優
勝
、

全
日
本
大
学
選
手
権
で
は
３
位
と

い
う
好
成
績
を
残
し
て
い
る
。

　

現
在
、
女
子
主
将
を
務
め
る
新

中
さ
ん
だ
が
、
実
は
ボ
ー
ト
を
始

め
た
の
は
大
学
に
入
学
し
て
か
ら

だ
と
い
う
。

　
「
新
入
生
向
け
の
試
乗
会
で
初

め
て
ボ
ー
ト
に
乗
り
、
あ
ま
り
に

楽
し
か
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
入
部

を
決
め
ま
し
た
。
高
校
ま
で
は
勉

強
ば
か
り
で
、
運
動
経
験
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私
で
も

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
る
う
ち
に

身
体
も
引
き
締
ま
り
、
筋
力
、
体

力
と
も
に
向
上
し
て
き
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
他
大
学
を
含
め
て
、

ボ
ー
ト
部
員
に
は
高
校
時
代
か
ら

の
経
験
者
も
多
い
。
来
年
に
向
け

た
新
中
さ
ん
の
課
題
は
、
さ
ら
な

る
筋
力
ア
ッ
プ
と
、
ボ
ー
ト
を
漕

ぐ
技
術
力
の
向
上
だ
。
来
年
の
全

日
本
大
学
選
手
権
で
は
な
ん
と
し

て
も
優
勝
し
た
い
と
語
る
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
「
お
医
者

さ
ん
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢

を
抱
い
て
い
た
新
中
さ
ん
は
、

２
０
０
８
年
に
東
京
医
科
歯
科
大

学
医
学
部
医
学
科
に
入
学
。
教
養

教
育
を
経
て
、
現
在
は
生
体
と
病

気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
講
義
や
実
習

で
学
ん
で
い
る
。
講
義
内
容
も
一

気
に
専
門
性
を
帯
び
て
く
る
が
、

新
中
さ
ん
は
ボ
ー
ト
も
勉
強
も
、

ど
ち
ら
も
手
を
抜
か
な
い
。

　
「
勉
強
が
大
変
な
の
は
ほ
か
の

部
員
も
同
じ
。
皆
、
学
業
も
ス
ポ

ー
ツ
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。私
は
、

一
度
に
１
つ
の
こ
と
に
集
中
す
る

性
格
な
の
で
、
平
日
の
放
課
後
は

ボ
ー
ト
の
練
習
、
週
末
は
勉
強
に

専
念
し
て
い
ま
す
」

　

５
年
次
以
降
は
、
臨
床
実
習
が

中
心
と
な
り
、
病
院
や
診
療
所
な

ど
の
医
療
現
場
で
学
ぶ
機
会
も
増

え
て
く
る
。
新
中
さ
ん
は
、「
今

は
必
要
な
基
礎
知
識
を
十
分
に
身

に
付
け
な
が
ら
、
将
来
の
方
向
性

を
固
め
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝

か
せ
る
。
何
事
に
も
手
を
抜
か
な

い
彼
女
に
は
、
無
限
の
可
能
性
が

広
が
っ
て
い
る
。

水の中でオールを漕ぐと、か
なりの抵抗がある。それでも
いかに無駄な力を使わずに、
スムーズにオールを動かすこ
とができるか。ビデオを見な
がら日夜研究をしている。

「ボート中心の生活ですが
大学の授業も
手を抜きません」

自
ら
問
い
、
自
ら
導
く
学
生
た
ち

●医学部医学科３年
の新中さんは、前期に
解剖学実習を経験した
ばかり。初めての人体
解剖では衝撃を受けた
が、以来、 ヒトのカラ
ダへの見方が変わった
という。最近では感染
系の実習で細菌培養
の実験も経験。「医者
の仕事には臨床以外に
研究もあるのだと知り、
研究にも興味がわいて
きた」と語る。

新中さやか
（しんちゅう・さやか）さん

医学部医学科３年
漕艇部

医科歯科
大 生
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